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第53 回大会〕 家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

2Ap-7　　　 女子短大生のライフスタイル

八尋俊子　　 ○加東卯子

（西南女学院短大）

【目的】自立した生活者を目標として歩むことが望まれる大学生のライフスタイルの現状

には様々な問題が見受けられる。生活の質を検討するとき、生活時間の内容が問題とされ

るが、高校時の概ね規則的な生活と比較するとその変化は著しい。本研究では女子短大生

のライフスタイルの実態を把握することを目的として生活時間調査を行い、起床在宅時、

外出時における生活行動の出現傾向について検討した。　さらに、自宅通学生、寮生、一人

暮らしの学生の３分類による生活時間の特徴について考察した。

【方法】北九州地区の女子短期大学に在籍する２年生を対象に、2000 年６～７ 月および

11～12 月、配票留置法による質問紙調査を行った。配布数210 栗、有効回答数208 票、

有効回収率96.7% であった。調査内容は平日と土・日曜日の連続した ８ 日間の行動につ

いての時間毎の記録、摂食状況、アルバイトの意義や収入の使途などである。行動の分類

はNHK 国民生活時間調査を参考にした。

【結果】就寝時間は平日、土・日曜日とも同様の傾向を示し、深夜12 時以降起きている

者が60%  以上を占めている。起床時間は土・日曜日は平日より遅い者が多く、自宅通学

生や一人暮らしの学生にその傾向が大きい。アルバイトには平日で約40% 、土・日曜日

で約50% の者が従事しており、また、平均従事時間は約６時間に及び、平日より土・日

曜日に長い傾向を示す。従事者は自宅通学生が最も多く、全体として午後 ９ 時以降の従

事者も少なくない。起床在宅時の生活行動ではテレビ視聴に占める時間が最も長く｡50%

以上の者が２時間以上視聴していることが明らかになった。

2Ap-8 新潟県における家族経営協定導入の実態(第１報):研究枠組みと経済的評価

○高橋桂子, 鈴木真由子(新潟大)

《目的》 基幹労働力･実質的な経営主でありながら経済的地位･役割が正当に評価されてい

ない農家女性。一種のアファーマティブ･アクションともいえる家族経営協定導入の経緯･内容

等についてその概要を把握し, 協定の効果を膨 訳女性の経済的地位の観点から検討する。

《方法》 県内15 農業改良普及センターにおいて, 経営内容・規模や家族構成が類似した締

結世帯と非締結世帯を１世帯づつ選定いただき,現地でヒアリング調査を実施(2000 年11 月

下旬～2001 年２月)。締結世帯には締結の経緯・内容･効果(約２時間)，非締結世帯には締

結しない理由, 意識(1 時間弱), 共通して家計管理･財産形成の実態を尋ねた。

《結果》 ○締結世帯:｢ 経営状況の良い農家は以前からルールを導入｣( 養豚･中魚沼),

｢主･副担当を設けて役割分担を明晰ﾋ, 成果日;給料lこ直結｣(水稲･南魚沼),｢ ＯＬ 経験あれ

ば違和感あり，しかし次第に希薄化｣(施設園芸･中蒲原).｢ 直売所が自分名義だったら2倍働

く｣(ﾄﾏﾄ･ 新潟)，｢遊び心をいれながら身の丈にあった協定書作り｣(漁業十農業･佐渡)等

○非締結世帯:｢毎年, 妻に農地を譲渡。現在の名義資産割合1:1｣(梨梅・新潟)等

○他:家制度的なものの残滓(｢資産は?養子縁組は？｣)／経営権委譲と同時期にシヤモジワタシ

／所得税法

役割･農業普及員／く

109


